
農道等整備における景観配慮対策事例集

❷歴史的背景や特徴的な景観構成
要素に配慮した景観形成
国営かんがい排⽔事業⼤崎⻄部・江合
川・⼤崎地区（宮城県⼤崎市、加美町、
涌⾕町、美⾥町）

おおさきし かみまち

わくやちょう みさとまち

❹地域⽤⽔機能の維持発揮を⽬指す⽔路、
管理⽤道路の利活⽤
農業⽤⽔再編対策事業因幡堰地区（⼭形県鶴岡市）

つるおかしいなばぜき

❺管理⽤道路の開放による景観
資源の再⽣
国営かんがい排⽔事業神流川沿岸地区
（群⾺県藤岡市、埼⽟県本庄市、深⾕市、
美⾥町、神川町、上⾥町）

かんながわ

ふじおかし ほんじょうし ふかやし

かみかわまち かみさとまち

えあいがわ

❼パイプライン上部利⽤による景観資源
の創造
国営かんがい排⽔事業九頭⻯川下流地区

（福井県福井市、あわら市、坂井市、永平寺町）

くずりゅうがわかりゅう

ふくいし えいへいじちょうさかいし

❸総延⻑11kmの桜・菜の花ロードの創出
農林漁業⽤揮発油税財源⾝替農道整備事業（農免農道）
⼤潟⻄部地区（秋⽥県⼤潟村）

おおがたむらおおがたせいぶ

❻「⽯垣⽥」の景観に配慮した農道整備
県営中⼭間地域総合整備事業津南地区（新潟県津南町）

つなん つなんまち

❽⽯垣の⾥での農道整備における
⽯積み、⾥道の保全
県営中⼭間地域総合整備事業
東祖⾕地区（徳島県三好市）

❶広⼤な⽥園を抜けるドライブコース
沿道の景観形成・美化活動
広域営農団地農道整備事業 空知南部地区
（北海道岩⾒沢市、江別市、南幌町、⻑沼町）

ながぬまちょういわみざわし

❾グスク(城)⽂化を思い起こさせる
琉球⽯灰岩を利⽤した法⾯
農業競争⼒強化基盤整備事業慶座地区
（沖縄県⼋重瀬町）

ぎーざ

やえせちょう

そらちなんぶ

なんぽろちょうえべつし

ひがしいや みよしし

みさとまち



広⼤な⽥園を抜けるドライブコース沿道の景観形成・美化活動 広域営農団地農道整備事業空知南部地区
（北海道岩⾒沢市、江別市、南幌町、⻑沼町）

いわみざわし

そらちなんぶ

１ えべつし なんぽろちょう ながぬまちょう

【地区概要】
 受益⾯積：22,201ha（⽥：19,331ha、
畑：2,870ha）

 施⼯延⻑：21,675m（幅員8.0m(⾞道
幅員6.0ｍ)）

 事業名：広域営農団地農道整備事業
空知南部地区（S58〜H15年度）

 主要⼯事：農道

 江別市・南幌町・⻑沼町・岩⾒沢市（旧栗沢町）を結ぶ総延⻑約21.7kmの農
道で、区間の⼤部分が1975年に廃⽌された⼣張鉄道の廃線跡を利⽤しててい
る。

 沿線住⺠の要望により、旧栗沢町の約2.0km区間にヤマモミジを植栽、フラ
ワーポットを設置。沿線住⺠により花の植栽が⾏われている。

 北海道⽶ブームの先駆けとなった品種「きらら397」の名前を取って「きら
ら街道」と呼ばれ、⽥園⾵景を通り抜ける爽快な道で、南幌温泉、栗の森公
園、農産物直売所等が連なる⼈気のドライブコースとなっている。

 ⼣張市から江別市野幌間を結んだ炭鉱鉄道
「⼣張鉄道」の軌道跡の⼀部を南空知の農
業振興を⽬的とした農道として整備計画が
⽴ち上がる。

 広域農道の路線沿いにある南幌温泉、なん
ぽろ親⽔公園は南幌町市街地より⻄部に位
置し、江別市との境に位置する。

 南幌温泉は、町おこしの⼀環として整備さ
れたもので、この施設を中⼼に⾃然公園等
が整備される計画があった。

 これらの施設の利⽤を円滑にするために、
交通アクセスの整備が求められ、広域農道
と駐⾞場が整備された。

実施前の状況

 地元⾃治体及び沿線住⺠の要望により、旧栗沢町の約
2.0km区間にヤマモミジを植栽。

 フラワーポットを設置し、沿線住⺠による植栽が⾏われて
いる。

 広域農道は、北海道⽶の先駆けとなった「きらら397」の
名前を取って「きらら街道」と呼ばれている。

取組内容

 旧栗沢町区間のフラワーポットは、沿線住⺠に
よる植栽が⾏われている。

 南幌町では、地域住⺠による「きらら街道（広
域農道）」の美化活動をきっかけとして花と緑
のまちづくりが始まる。

 「きらら街道（広域農道）」の沿道には、農産
物直売所や⾃然公園が連なり、⼣張川の旧川を
利⽤した北⻑沼⽔郷公園があるなど、南空知の
ドライブコースとして⼈気を集める。

景観資源の合理化・社会関係資本の育成

 広域農道整備を契機に、地域住⺠が参加した植
栽などの景観形成活動が沿道各所で展開される。

 北海道らしい広⼤な農地を眺められる道として
ドライブコースとしても⼈気がある。

景観配慮のポイント

北海道

▲広域農道沿いの植栽（写真提供 空知総合振興局） 1



きっかけ

• 地元⾃治体（旧栗沢町）及び沿
線住⺠から広域農道脇に植栽を
施す要望が出る。

• 沿道沿いに温泉施設、⾃然公園
等の施設が⽴地⼜は整備計画が
⽴てられる。

背景・課題
• 1975年（昭和50年）⼣張炭鉱の閉鎖に伴い、炭鉱鉄道として運⾏されていた⼣張鉄道も廃⽌となる。
• ⼣張鉄道の軌道跡の⼀部を利⽤し、南空知の農業振興を⽬的とした広域農道の整備計画が検討される。

STEP１（平成４年度〜）

美化活動を契機とした花と緑のまちづくり

STEP２（平成14年度）

沿道沿いにヤマモミジ

⃝ 南幌町では、⽥園⾵景を活かした景観づくりと、
「きらら街道」の美化活動をきっかけとして、花
と緑のまちづくりが展開。

⃝ 地元農家の⼥性たちが中⼼となって同好会を結成。

⃝ 仲間づくりと地域のふれあいの場として、会員が
町内４か所にボランティアで花壇づくりを⾏って
いる。

⃝ 北海道らしい広⼤な農地の近くに配され、温泉施
設、⾃然公園、農作物直売所等を結ぶドライブ
コースとして⼈気。

STEP３（平成15年度〜）

南空知を体験できるドライブコース

⃝ 広域農道整備を契機として展開された住⺠有志に
よる美化活動や花の植栽活動を持続するための⾏
政⽀援、後継者育成等が課題。

将来に向けて

▲広域農道沿いの花壇
（写真出典「わが村は美しくー北海道」運動2002）

沿道に植栽された
ヤマモミジ

（写真提供
空知総合振興局）

⃝ 旧栗沢町区間（約2.0km）にヤマモミジを植栽。

⃝ フラワーポットを設置し、沿線住⺠の有志による
植栽を実施。

沿道に植栽されたヤマモミジと
フラワーポット

（写真提供 空知総合振興局）
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歴史的背景や特徴的な景観構成要素に配慮した景観形成 国営かんがい排⽔事業⼤崎⻄部・江合川・⼤崎地区
（宮城県⼤崎市、加美町、涌⾕町、美⾥町）

おおさきし

えあいがわ

２ かみまち わくやちょう みさとまち

【地区概要】
 受益⾯積：10,496ha（⽥：10,496ha）
 受益者数：9,416⼈
 事業名：国営かんがい排⽔事業 ⼤崎⻄部・
江合川・⼤崎地区（S62〜H24年度）
（県営⽔環境整備事業）

 主要⼯事：ダム、頭⾸⼯、揚⽔機場、⽤⽔路、
排⽔機場、排⽔路

⻘森

岩⼿

宮城

秋⽥

⼭形

福島

 第１号幹線⽤⽔路（内川）の改修に当たり、内川の歴史的背景や景観への配
慮を求める要望を受け、景観を重視した⽯積み護岸の採⽤や親⽔機能を⾼め
る遊歩道等を整備した。

 桜の⽬幹線⽤⽔路の改修に当たっては、昭和50年代に地元⻘年会により植栽
された桜並⽊を保全し、地域住⺠参加を図りつつ、⽤⽔路と桜並⽊が並⾏す
る景観に配慮し管理⽤道路兼遊歩道を整備した。

 内川は、平成18年２⽉に「疏⽔百選」に選定、平成28年11⽉には「世界かん
がい施設遺産」に登録されている。

 【第１号幹線⽤⽔路（内川）】天正19
（1591）年8⽉伊達政宗による岩出⼭城築城
の折、城の内堀兼かんがい⽤⽔のための⽔
路として造成された。

 こうした歴史的背景や地域住⺠による周辺
景観との調和への配慮の要望を受け、国営
かんがい排⽔事業及び県営⽔環境整備事業
により⽯積み護岸、親⽔機能を⾼める遊歩
道等を整備した。

 【桜の⽬幹線⽤⽔路】昭和50年代に地元⻘
年会が中⼼となり、旧⽤⽔路脇に桜を植栽
し、⽤⽔路と桜並⽊が並⾏する美しい景観
を創出した。

 ⽔路改修に当たり、地域住⺠から桜並⽊の
保全が要望されたことを受け、管理⽤道路
の整備に際し、遊歩道として利⽤を想定し、
景観配慮を実施した。

実施前の状況・課題

 【第１号幹線⽤⽔路（内川）】内川の⽔路幅は⼯事前と同
程度とし、現況⽔際線の確保を⾏い、樹⽊を最⼤限保存す
る計画に⾒直され、⽔路部は雑割⽯による⾃然⽯護岸とし、
河床⼯は栗⽯⼜は⽟⽯を敷き、伏流⽔がとれる構造とした。

 また、⾞道及び遊歩道の舗装は、みかげ⽯を敷いた「⽯畳
区間」「⼟系舗装区間」「⽊道区間」に分かれており、ポ
ケットパーク（東屋）や親⽔公園が整備されている。

 内川から環境⽤⽔を取⽔し、上流側にはせせらぎ⽔路、ポ
ケットパークが整備され、地域住⺠（内川⼾⽥浦の錦鯉を
守る会）により⽔路が管理され、ニシキゴイが飼育されて
いる。下流側の地域⽤⽔利⽤区間では、⽔路の擁壁、道路
の路⾯に⽯張りが施されており、統⼀感のある設えとなっ
ている。

 【桜の⽬幹線⽤⽔路】桜を傷つけないような⼯法を選定す
るとともに、管理⽤道路兼遊歩道の舗装、防護柵の⾊、材
質等は地域住⺠によるワークショップによって検討を⾏い、
舗装はカラー舗装に、防護柵は周辺の景観と調和するよう
間伐材を使⽤している。

取組内容

 【第１号幹線⽤⽔路（内川）】事業により、地
域景観を象徴する⽔辺環境を造成（景観資源の
合理化）。

 【第１号幹線⽤⽔路（内川）】地域の各種団体、
環境美化保全団体等と連携し、地域ぐるみの活
動が平成８年頃より⾏われるようになり、現在
では内川ふるさと保全隊、親交会連絡協議会と
連携した内川の清掃活動と、親⽔公園の清掃活
動が実施（社会関係資本の育成）。

 【桜の⽬幹線】桜を楽しむ「さくらの⼩道」が
整備され、桜の地域資源としての価値を⾼め、
住⺠の憩いの場を形成（景観資源の合理化）。

景観資源の合理化・社会関係資本の育成

 【第１号幹線⽤⽔路（内川）】住⺠の要望を受
け、県営⽔環境整備事業と合わせ、整備構想の
⾒直しを⾏った。

 【第１号幹線⽤⽔路（内川）】【桜の⽬幹線⽤
⽔路】施設の住⺠利⽤を前提に、事業の検討プ
ロセスに住⺠参加を組み込み、地域住⺠の施設
への愛着を醸成し、住⺠による主体的な維持管
理の体制づくりを⾏った。

景観配慮のポイント
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きっかけ

• ⽔路の改修に当たり、地域住⺠から景観配慮
の要望が出された。

• 第１号幹線⽤⽔路（内川）は、市街地を流
れており、⽔路脇の管理道は地域住⺠等の交
通基盤としての役割も併せ持つ。

• 桜の⽬幹線⽤⽔路では桜並⽊の管理（清掃活
動）を地域住⺠が主体的に実施。

背景・課題
• 第１号幹線⽤⽔路（内川）は、伊達政宗が築城した岩出⼭城の内堀兼かんがい⽤⽔のために造成された歴史的背景を有する。
• 桜の⽬幹線⽤⽔路は、昭和50年代に地元⻘年会が中⼼となって桜並⽊を植栽。

⃝ 第１号幹線⽤⽔路（内川）の⼯事説明会にて、地域
から内川の特殊性に配慮してほしいという声が数多
く寄せられたため、地域の声を反映した改修⽅法を
検討することにした。

⃝ 宮城県においても⽔環境整備事業により内川沿線の
整備計画があったため、事業計画の⾒直しが⾏われ、
「農業⽤⽔としての機能」「親⽔空間としての機
能」等に配慮を⾏いながら改修の在り⽅を検討した。

STEP１−１（昭和63年度〜）

内川の整備内容についての合意形成

STEP１−２

桜の⽬幹線の整備内容についての合意形成

⃝ 地元からの桜並⽊
を保全する要望を
受け、事業主体に
よる管理道整備に
際し、遊歩道とし
ての利⽤を想定し
た整備構想が⽴て
られた。

⃝ 内川の⽔路幅は従前と同程度とし、現況⽔際線の確
保を⾏い、樹⽊を最⼤限保全し、⾃然⽯護岸を採⽤
した⽔路整備を⾏い、併せて⾞道と歩道はみかげ⽯
を敷き、景観に配慮した整備を⾏った。

STEP２−１（平成３年度〜）

内川の⾃然的、歴史的価値の保全

⃝ せせらぎ⽔路、
ポケットパー
ク、広場・公
園等を整備し、
住⺠の憩いの
場を形成。

⃝ 桜を傷つけないような⼯法を選定するとともに、
管理⽤道路兼遊歩道の舗装、防護柵の⾊、材質
等は地域住⺠によるワークショップによって検
討を⾏い、舗装はカラー舗装に、防護柵は周辺
の景観と調和するよう間伐材を採⽤。

STEP２−２

⽔路と桜並⽊が並⾏する景観の保全⃝ 事業を契機に内川ふるさと保全隊が創設され、親
交会連絡協議会と連携した内川の清掃活動と、親
⽔公園の清掃活動を実施（内川）。

⃝ 内川夏祭りの開催や、施設の管理を市から委託さ
れている⼟地改良区が主催するウォークラリーイ
ベントが開催（コロナ禍により休⽌）（内川）。

⃝ 計画段階から住⺠が参加したワークショップ、直
営施⼯等が⾏われ、草刈り、清掃等の維持管理も
地域住⺠が主体的に実施（桜の⽬幹線⽤⽔路）。

STEP３（平成８年度〜）

住⺠主体の維持管理

⃝ ⾼齢化、⼈⼝減少が進む中、住⺠が主体的に⾏っ
ている清掃などの維持管理活動の持続性を確保す
ることが課題。

将来に向けて
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総延⻑11kmの桜・菜の花ロードの創出 農林漁業⽤揮発油税財源⾝替農道整備事業（農免農道）
⼤潟⻄部地区（秋⽥県⼤潟村）
おおがたせいぶ３ おおがたむら

【地区概要】
 受益⾯積：11,751ha（⽥：11,751ha）
 施⼯延⻑：12,703m（幅員7.0m(⾞道幅員5.5
ｍ)）

 事業名：農林漁業⽤揮発油税財源⾝替農道整備
事業（農免農道）⼤潟⻄部地区（S57〜S61年
度）

 主要⼯事：農道

 ⼋郎湖を⼲拓して創⽴した⼤潟村の創⽴20周年（昭和59年）を記念し、村⺠
が農免農道沿いに桜を植栽し、総延⻑11kmの村を横断する3,000本の桜並⽊
が創出される。

 農業の第⼀線を退いた有志により組織された活動団体（⼤潟村耕⼼会）によ
り、桜より⻑く咲き続ける菜の花の植栽が⾏われ、総延⻑約11kmの桜・菜
の花ロードがつくられ、多⾯的機能⽀払制度を活⽤し、地域住⺠により管理
されている。

 菜の花の⻩⾊、桜のピンク、⿊松の緑が帯状になり、鮮やかなコントラスト
を⽣み出し、⼤潟村の代表的な観光スポットとなり、桜と菜の花の⾒ごろを
迎える４⽉中旬から１か⽉間で例年13万⼈の来訪者がある。

 国営⼋郎潟⼲拓事業（S32-51年度）により
農地を造成し、昭和39年には⼤潟村が創⽴、
昭和42年から⼊植が始まる。

 昭和57年、村内を横断し、隣接市町村に通
じる幹線道路（農免農道）の整備が着⼯さ
れる。

 昭和59年より、⼤潟村創⽴20周年を記念し、
⼊植者により農免農道沿いに桜が植栽され、
総延⻑11kmの村を横断する桜並⽊となる。

 平成５年に第⼀線を退いた農家（⼊植第⼀
世代）の有志により、1.7haの菜の花畑が作
られ、年を追うごとに村内の遊休農地に菜
の花畑が拡⼤。

実施前の状況・課題

 住⺠有志により、桜並⽊の下に菜の花が植栽され、村もこ
の取組を後押し、遊休農地に菜の花栽培が拡⼤。

 農免農道に沿って総延⻑11kmにわたり菜の花の⻩⾊、桜
のピンク、⿊松の緑が帯状となった、鮮やかなコントラス
トのある景観が創出された。

取組内容

 村内の遊休農地を菜の花畑（10ha以上）とし、
11kmにわたる桜並⽊と菜の花ロードを形成し、
春の⾵物詩となる。

 毎年延べ10万⼈を超える来訪者を集める「菜の
花まつり」の基礎を築く。

 菜の花の栽培、管理は、農業の第⼀線を退いた
有志が担い、地域づくりに貢献。

景観資源の合理化・社会関係資本の育成

 菜の花の連作障害対策として、菜の花の⾒頃が
終わると、ひまわりを栽培し、夏季には「ひま
わりロード」となる。

 来訪者が増加し、農耕作業⾞の通⾏に⽀障が出
ることを防ぐため、⼀般⾞両が駐⾞できるよう
「さくら、もしもしピット」と呼ばれる路側帯
を作っている。

景観配慮のポイント

▲総延⻑11kmにわたる通称「桜・菜の花ロード」

⻘森

岩⼿

宮城

秋⽥

⼭形

福島
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きっかけ
• 昭和32年から20年間をかけて⼋
郎潟⼲拓⼯事が実施。

• 昭和42年から⼊植が始まり、昭
和59年には⼤潟村創⽴20周年を
迎えた。

背景・課題
• 国営⼋郎潟⼲拓事業（S32-51年度）により農地を造成し、昭和39年には⼤潟村が創⽴。
• 昭和57年、村内を横断し、隣接市町村に通じる幹線道路（農免農道）の整備が着⼯。

STEP１（昭和59〜61年度）

桜並⽊の形成

⃝ ⼤潟村創⽴20周年の記念事業として、３年間を
かけて県道298号線（農免農道）約11kmにわた
り、道路の両側にソメイヨシノ、ヤエザクラ、
ベニヤマザクラ合計3,000本を主に住⺠の⼿に
より植栽。

⃝ 平成26年には⼤潟村創設50周年記念にソメイヨ
シノ1,000本が植栽された。

STEP２（平成３年度〜）

住⺠有志による菜の花の栽培

⃝ ⼊植第⼀世代のうち後継者に営農を引き継ぎ、
第⼀線を離れた農家を中⼼に県道沿いの桜並
⽊の下に菜の花を栽培。

⃝ 年々栽培⾯積を拡⼤し、総⾯積11.2haの菜の
花畑が形成。

⃝ 村を挙げての「菜の花まつり」を開催。
⃝ 平成18年からは「桜と菜の花まつり」に改称し、
年々来訪者が増加、開花期間中は10万⼈を超える
⼈が訪れる。

⃝ 農耕作業⾞の通⾏を確保するため、来訪者の⾞を
停める「さくら、もしもしピット」を路側帯に設
ける。

STEP３（平成５年度〜）

村を挙げての⼀⼤イベント

⃝ 毎年同じ場所に菜の花を咲かせるために、年間を
通じた栽培作業や連作障害を防ぐための⼯夫が必
要となることから、菜の花栽培に係る⾼い技術⼒
を有した⼈員の確保や技術の継承が課題となる。

将来に向けて

桜・菜の花ロード

安全に桜と菜の花を⾒
学することができるよ
う設置された「さくら、
もしもしピット」

桜並⽊と菜の花を眺める来訪者
6



地域⽤⽔機能の維持発揮を⽬指す⽔路、管理⽤道路の利活⽤ 農業⽤⽔再編対策事業因幡堰地区
地域⽤⽔機能増進事業因幡堰地区（⼭形県鶴岡市）

つるおかし
いなばぜき

４

【地区概要】
 受益⾯積：1,399ha
 事業名：因幡堰地区農業⽤⽔再編対策事業
（H11〜H20年度）、因幡堰地区地域⽤⽔機
能増進事業（H10-H19年度）

 主要⼯事：⽔路改修、管理⽤道路、揚⽔機場、
⽤⽔路、附帯施設、⽤⽔管理システム

⻘森

岩⼿

宮城

秋⽥

⼭形

福島

 「みんなで考えるせきづくり」をテーマに、住⺠参加による⽔路改修の中で
管理道の景観配慮を実施。

 住⺠意⾒を取り⼊れジョギング利⽤を想定し、浸透性の⾼い舗装を採⽤し、
⽊柵の設置、花壇の造成等を住⺠参加型直営施⼯により実施し、施設の愛着
を醸成。

 「⽥んぼの学校」、住⺠参加によるクリーン作戦、農業⽔利施設を活⽤した
レクリエーション等を通じ、⼟地改良区と地域とのパートナーシップにより、
農業⽤⽔の地域⽤⽔機能の持続的な維持発揮を図る。

 旧藤島町の中⼼部を流下する⼤堰（旧幹線
⽤⽔路）は、⽯積み⽔路であったが、農村
地域の都市化、混住化の進展により⽔質悪
化や親⽔機能の低下といった問題が⽣じて
おり、景観保全や親⽔化、⽣態系の回復に
資する整備が必要であった。

 前歴国営事業により造成された東２号幹線
⽤⽔路は、⽔路の⽼朽化により漏⽔や沈下
といった問題が⽣じていることから、⽔路
の改修と管理道等の整備を実施するととも
に、親⽔空間の整備が求められていた。

 営農形態の変化に対応し、農業⽤⽔の有効
利⽤を図るため、⽔系の末端受益に対する
調整池、反復ポンプ等の整備による節⽔シ
ステムを構築するとともに、従来から農業
⽤⽔が持っていた地域⽤⽔機能の保全と増
進を図ることが必要となっていた。

 農家数の減少、⾼齢化の進⾏、都市化・混
住化の進⾏等の状況下において、地域⽤⽔
機能の持続的な維持発揮のため、⼟地改良
区と地域とのパートナーシップの構築が必
要であった。

実施前の状況・課題

 ⼤堰（旧幹線⽤⽔路）の改修に当たっては、住宅内を流れ
る区画を４ブロックに分け、周辺の居住空間に調和した景
観配慮対策、⽣態系への配慮、ポケットパーク等による親
⽔性の確保、住宅地等の⾬⽔の排⽔等の都市的機能の発揮
を想定した整備を実施した。

 東２号幹線⽤⽔路の管理道整備に当たっては、利⽤者の安
全確保を優先させ、防護柵の設置、1.2kmの管理道区間の
カラー舗装、またジョギングコースとなることも想定し浸
透性の確保、バリアフリーを考慮した幅員、ポケットパー
クの整備、夜間の安全確保のため照明の設置を⾏った。

 改修の構想づくりに当たっては、流域の住⺠が参加した
ワークショップを開催し、景観、⽣態系、親⽔等について
住⺠の意⾒を取り⼊れた。

 「⽥んぼの学校」等のイベントを利⽤し環境点検、地域資
源の発掘を⾏い、カヌー体験を通じて農業⽤⽔を学ぶ機会
を創出、住⺠参加による清掃、管理道沿いの⽊柵の設置、
植栽等を通じ、施設への愛着を醸成した。

取組内容

 ⽯積み⽔路の⽯材を活⽤し、かつての景観を維
持したまま整備を進めている。

 流域住⺠による散歩、ジョギング等の利⽤を前
提とした管理道の整備を⾏い、ポケットパーク
や⽊柵による防護柵、花壇の設置等により従前
より景観の質を⾼める取組を⾏っている。

 住⺠参加による清掃活動、ワークショップ、住
⺠参加型直営施⼯等の実施により、施設管理に
当たる住⺠参加の意識を醸成し、⽊柵の補修、
花壇づくり等を住⺠が主体的に実施し、地域⽤
⽔機能の維持を⼟地改良区と地域のパートナー
シップにより担う体制づくりを⾏っている。

景観資源の合理化・社会関係資本の育成

 「みんなで考えるせきづくり」をテーマにワー
クショップでの住⺠意⾒を反映、住⺠参加型直
営施⼯の実施、「⽥んぼの学校」、農業⽔利施
設を使ったレクリエーション等、⼟地改良区に
よる多様な取組を通じ、農業⽤⽔、⽔路及び管
理道への住⺠の関⼼と愛着の醸成を図っている。

景観配慮のポイント
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きっかけ
• 農業⽤⽔がかつて有していた⽣活⽤⽔、防⽕⽤⽔等の地域⽤⽔機
能、親⽔空間や憩いの場として再⽣しようとする機運の⾼まり。

• 住宅地での洪⽔防⽌のための⽔⾨操作、⽕災鎮⽕のための配⽔操
作等を将来にわたり農家が担っていくことに無理がある。

• そのため、⼟地改良区と地域とのパートナーシップにより地域⽤
⽔機能の維持を図ることが求められている。

背景・課題
• 前歴事業により新設した東２号幹線⽤⽔路が⽼朽化し、⽔路改修と管理⽤道路の整備が求められる。
• 旧藤⾼町の中⼼部を流下する⼤堰（旧幹線⽤⽔路）は、⽔質悪化、親⽔機能の低下等の問題が⽣じている。

⃝ ⼤堰、東２号幹線⽤⽔路を地域資源として将来も良好に維持管理していくことを⽬的と
し「因幡堰地区地域⽤⽔機能増進事業（県単独事業）」を採択。

⃝ ⼟地改良区により、町の中⼼部を流れ、貴重な動植物の⽣息地であり、親⽔空間として
地域に親しまれている因幡堰（⼤堰、東２号幹線⽤⽔路）を地域資源としてまちづくり
に⽣かす⽅策を検討。

STEP１（平成10〜19年度）

因幡堰を地域資源として活⽤するための構想づくり

⃝ 因幡堰地区地域⽤⽔対策協議会を発⾜させ、地域住⺠に意向調査を実施。

⃝ 地域住⺠が参加したワークショップにより、因幡堰の整備構想へのアイデアを募る。

STEP２−１（平成11年度〜）

「みんなで考えるせきづくり」をテーマに因幡堰の活⽤⽅法を検討

⃝ 地域住⺠との新たなパートナーシップ構築に向けた農村環境活動（清掃活動、総合学習
との連携、農業⽔利施設を⽣かした親⽔活動、⽥んぼの学校等）を展開。

⃝ 国⺠の理解の醸成に向けた農村農業体験（⽥植え体験、除草体験、⾷⽂化体験等）実施。

STEP２−２（平成13年度〜）

因幡堰の維持管理に当たる地域とのパートナーシップづくり

ファームポンドでの
カヌー体験

ビオトープ等で
の⽣きもの調査

STEP３（平成11〜20年度）

住⺠利⽤を前提とした管理⽤道路の整備

⃝ 地域⽤⽔機能の維持管理等を⽬的とし
た「因幡堰地区農業⽤⽔再編対策事
業」を採択し、管理⽤道路の設置等を
実施。

⃝ 東２号幹線⽤⽔路の管理道整備に当
たっては、地域住⺠の利⽤を前提とし、
安全確保を優先させ、バリアフリー構
造とするとともに、散策、ジョギング
利⽤を想定しアスファルト舗装、浸透
性のある舗装とした。

⃝ 花や⽊の植栽を⾏い、住⺠の憩いの場
として利⽤できるよう整備。

⃝ ⼤堰ではカラー舗装を施し、洗い場を
設置。

▲東２号幹線⽤⽔路での植栽

▲⼤堰の管理⽤道路と洗い場

⃝ 地域住⺠が主体となった管理⽤道路の⽊柵の点検、⽔路の清掃、管
理⽤道路脇の植栽等を実施する体制づくりが進められている。

将来に向けて
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管理⽤道路の開放による景観資源の再⽣５ 国営かんがい排⽔事業神流川沿岸地区（群⾺県藤岡市、
埼⽟県本庄市、深⾕市、美⾥町、神川町、上⾥町）

かんながわ ふじおかし

ほんじょうし ふかやし みさとまち かみかわまち かみさとまち

【地区概要】
 受益⾯積：4,019ha（⽔⽥2,097ha、
畑1,827ha、樹園地95ha）

 事業名：国営かんがい排⽔事業 神流
川沿岸地区（H16-H24年度）

 主要⼯事：頭⾸⼯、⽤⽔路、管理⽤
道路、⽔管理施設

 地域住⺠の利⽤を前提とした農業⽔利施設の管理⽤道路の整備により散策、
憩いの場を形成。

 旧神流川幹線の沈砂池では管理⽤道路の整備に当たり、施設を開放し間伐材
利⽤の⽊柵の設置、カラー舗装、三波⽯を⽤いた境界材、ベンチ等を設置。

 ⽻根倉池（ファームポンド）では、住⺠ワークショップを開催し、住⺠とと
もに整備構想をづくりを進め、管理⽤道路を造成し池の周りを周回できるよ
う整備、⽊柵の設置、地域住⺠が参加した維持管理を実施。

茨城

栃⽊
群⾺

埼⽟

千葉
東京

神奈川
⼭梨

⻑野

静岡

 旧神流川幹線の沈砂池は、
築後50年以上経過し、当
時の頭⾸⼯完成を祝って造
られた⽯碑と桜が植栽され
ている。

 しかしながら、沈砂池の管
理橋は施錠され、管理⽤道
路は雑草が繁茂しており、
周辺住⺠の⽴ち⼊りはほと
んどない施設であった。

 ⽻根倉池は、釣り等を⽬的
とした住⺠の利⽤が多くあ
り、地域住⺠に親しまれて
いた施設であった。

 池の南側には管理⽤道路が
なく、北側管理⽤道路は、
市道に接しており、市道の
歩道代わりに住⺠が利⽤し
ており、近隣の⼩学校の通
学路としても利⽤されてい
る。

実施前の状況・課題

 沈砂池は、施設整備の計画段階から、⼀般開放を前提とした計画が⽴てら
れ、施設を周回できるよう管理橋は施錠せず、管理⽤道路、管理橋には⼀
般住⺠が⾃由に⽴ち⼊れる施設として計画された。

 沈砂池には地元産の三波⽯が⽤いられ景観配慮が図られている。管理⽤道
路はカラー舗装が施され、間伐材による⽊柵、ベンチが設置され、管理⽤
道路の境界材や桜が植えられている⼟留めに三波⽯が置かれている。

 ⽻根倉池は、整備構想づくりに当たり住⺠ワークショップを開催し、住⺠
の意⾒を組み込んだ整備計画を⽴案した。

 整備により、池を周回できる管理⽤道路兼遊歩道を整備し、南側管理⽤道
路は幅広に設けられ、花壇等が作られている。整備後、住⺠の有志により
ベンチが設置されている。

 間伐材による⽊柵が設置されたが、経年変化により劣化が⽬⽴つようにな
り、現在では⾦属製のフェンスが設置されている。

取組内容

 沈砂池では、施設を開放し、⼀般の住⺠が利⽤
する管理⽤道路周りの景観配慮対策を施すこと
で、頭⾸⼯完成の記念碑と記念樹（桜）の既存
の景観構成要素の景観資源としての価値を⾼め
ている。

 ⽻根倉池では、多⾯的機能⽀払交付⾦を利⽤し、
地域住⺠により管理⽤道路周りの草刈り等の維
持管理が⾏われている。

 ⽻根倉池の整備が⾏われたことで、釣りに訪れ
る⼈が増加し、地域活性化が図られる⼀⽅で、
釣り⼈によるゴミの投棄、防護柵の乗り越え等
の問題も発⽣している。

景観資源の合理化・社会関係資本の育成

 施設を開放したり、地域住⺠の利⽤を前提とす
る上で、管理⽤道路周辺の景観配慮対策を施し、
住⺠の憩いの場としている。

 さらに、⽻根倉池では住⺠による維持管理や景
観形成活動が図られ、施設に対する住⺠の愛着
が整備後も醸成されるよう⼯夫がされている。

景観配慮のポイント

▲沈砂池の管理⽤道路 ▲沈砂池の管理⽤道路 ▲⽻根倉池の管理⽤道路（完成直後） 9



きっかけ
• 旧神流川幹線の沈砂池では、施設の改修に当たり、施設を住⺠に
開放する計画が⽴てられ、併せて景観配慮対策の実施により住⺠
の憩いの場となるよう構想が作られた。

• ⽻根倉池は、ワークショップにより地域住⺠の意向を踏まえた整
備計画が作られ、維持管理に当たっては地域住⺠の参加を踏まえ
た体制づくりが進められた。

背景・課題
• 旧神流川幹線の沈砂池では、管理橋が施錠され、管理⽤道路には雑草が繁茂し、頭⾸⼯の完成記念碑と記念樹
（桜）の付近に住⺠の⽴ち⼊りはなかった。

• ⽻根倉池は北側管理⽤道路等の住⺠利⽤はあったが、南側に管理⽤道路がなく住⺠の⽴ち⼊りができない状況で
あった。

⃝ ⽻根倉池の整備計画段階から施設整備後の維持管理に⾄る持続的な住⺠参加を促進する
ため、ワークショップを開催し、地域の現状認識から整備内容の合意形成を⽀援するた
めの意⾒交換等を実施した。

⃝ ⽻根倉池を始めとする主要農業⽔利施設の⾒学も兼ねたウォーキングイベントを実施し、
地域住⺠の農業⽤⽔や関連施設に対する理解の醸成と、地域の多様な農業の特徴を伝え
る場とした。

STEP１（平成17〜24年度）

住⺠が積極的に施設に関与する“まちづくり”への呼び⽔となる取組

⃝ 管理⽤道路はカラー舗装が施され、間
伐材による⽊柵、ベンチが設置され、
管理⽤道路の境界材等に地場産の三波
⽯が置かれている。

⃝ 施設が開放されたことで、管理橋の上
が桜と⽔路を眺める視点場となり、こ
れらの景観資源としての価値を⾼めた。

STEP２−１

施設開放による景観資源の再⽣
⃝ 池を周回できる管理⽤道路兼遊歩道を
整備し、南側管理⽤道路は幅広に設け
られ、花壇等が作られている。

STEP２−２

周回道整備による住⺠利⽤の促進

▲⽴ち⼊りが⾃由となった管理橋からの桜と⽔
路の眺め

新設された南側
管理⽤道路

通学路としても
利⽤される北側
管理⽤道路

⃝ ⽻根倉池では、間伐材による⽊
柵が経年変化により劣化し、住
⺠利⽤頻度が⾼い場所であるこ
とを考慮し、全⾯的に⾦属製の
フェンスに更新した。

STEP３（平成27年度）

経年変化に対応した更新

▲⽊柵から⾦属製フェンスへの更新

⃝ 施設の住⺠利⽤が促進
される⼀⽅、⽻根倉池
では、釣り客の増加に
伴うゴミの投棄、釣り
針・釣り⽷の放置、防
護柵の乗り越え等の問
題が⽣じており、施設
管理に当たる対応が求
められている。

⃝ ⽻根倉池では、施設供
⽤後、維持管理作業に
住⺠が組織的に参加す
るようになって時間が
経過していることから、
住⺠の⾼齢化も進⾏し、
活動を継続するための
⽅策が課題となってい
る。

将来に向けて

10



「⽯垣⽥」の景観に配慮した農道整備６ 県営中⼭間地域総合整備事業津南地区（新潟県津南町）
つなん つなんまち

【地区概要】
 受益⾯積：138.5ha
 事業名：県営中⼭間地域総合整備事業
（H20-R2年度）

 主要⼯事：農業⽤⽤排⽔施設、農道、ほ
場整備、暗渠排⽔、農業集落排⽔施設、
農業防災安全施設、⽣態系保全施設

 秋⼭郷の⼀部である津南町結東集落では、先⼈の苦労の末に造られた⽯垣⽥
に配慮し、⽯垣を撤去復旧することで農道を拡幅。

 地域住⺠が⽯垣⽥に愛着が持てるよう地元の合意形成に時間をかけた結果、
住⺠総出でこまめな草刈りや⽯垣の補修、保存会を中⼼に⽯垣⽥でキャンド
ルイベントを開催。

 周辺の⽯垣と調和するよう、撤去した⽯を再利⽤し、従前の積み⽅を参考と
し、モルタルも灰⾊に着⾊するなどにより⾃然な仕上げとする。

新潟

富⼭⽯川

福井

 秋⼭郷の⼀部である津南町
結東集落の棚⽥（結東の⽯
垣⽥）は、畦畔が⽯垣で何
段にも組まれており、全国
的にも貴重な景観を形成し、
「⽇本の美しいむら景観百
選（平成3年）」や「つな
ぐ棚⽥遺産〜ふるさとの誇
りを未来へ〜（令和4
年）」に選定されている。

 ⽯垣⽥の農道は狭く、⼤型
機械が進⼊できず、担い⼿
の⾼齢化とあいまって耕作
放棄地の増加が懸念された。

 農道改修を計画したが、利
便性の向上と景観配慮の両
⽴は難しい課題であり、地
元の⽯垣⽥保存会から、極
⼒⽯垣に⼿を加えないよう
要望があった。

実施前の状況・課題

 ⽯垣⽥景観の維持のため、過疎化・⾼齢化が進⾏している集落の現状から、
農道を拡幅し利便性を向上させて耕作を継続していくことが必要であると
協議を継続した。

 協議の結果、①農道の拡幅後も現場の⽯を利⽤し従前のような形で積みな
おす、②砂利舗装、③復旧作業に地元保存会、地域住⺠が参加し⽯垣を⼤
切にする思いを共有することが合意された。

 合意形成を踏まえ、路線全体延⻑910mのうち、道路幅が最も狭い区間
314mを中⼼に、道路拡幅と⽯垣撤去復旧、砂利舗装を⾏った。

 農道拡幅作業は、旧⽯垣撤去→⽯材集積→⽯の選別・洗浄→道路拡幅→⽯
垣復旧の順に実施した。

 元々地元の⽅々が積んだ⽯垣であるため、専⾨の⽯⼯職⼈が作業をすると、
復旧した部分に違和感が出ることから、⼀般作業員が作業を実施し、周辺
の⽯垣と⽐較して⾃然な仕上げとした。

取組内容

▲⼩型機械による⽥植え

 明治初期にかつての⽕⼭噴⽕で⽯だらけだった
場所を開墾し、先⼈の苦労の末に造られた⽯垣
⽥を地域の資源とし、住⺠総出でこまめな草刈
り、補修作業が実施されている。

 平成24年より、保存会を中⼼に⽯垣⽥にキャン
ドルを灯すイベントなど、景観資源を活⽤した
取組が⾏われている。

景観資源の合理化・社会関係資本の育成

 ⼯事の対象となっていない⽯垣と⽐較し、農道
の拡幅⼯事に伴い撤去復旧した⽯垣が違和感を
与えないよう、⼀般作業員による作業を実施し
ている。

 また、⽯を積み並べる際には、撤去前に撮影し
た写真と⽐較し、従前の状態に似るよう作業を
実施、⽯垣の間に詰めるモルタルは灰⾊に着⾊
し、⽬⽴たないよう配慮している。

景観配慮のポイント

▲⼿作業による⽯垣の撤去 11



きっかけ
• 農業者の要望で農道改修を計画したが、
利便性の向上と景観配慮の両⽴が課題。

• ⽯垣⽥保存会からは⽯垣に極⼒⼿を加え
ないよう要望。

背景・課題
• 明治初期にかつての⽕⼭噴⽕で⽯だらけだった場所を先⼈が苦労して開墾、結東⽯垣⽥として畦畔が⽯垣で何段
にも組まれた貴重な景観を形成。

• ⼤型機械が進⼊できず、担い⼿の⾼齢化とあいまって耕作放棄地の増加が懸念。

STEP１（平成22〜28年度）

関係者への丁寧な説明と関係機関の連携による合意形成

⃝ 合意内容に基づき、農道の拡幅⼯事を
実施（⼀部区間はコンクリート舗装）。

⃝ 周辺の⽯垣と⽐較して撤去復旧した⽯
垣の違和感を無くすよう⼗分配慮。

⃝ わだちに砂利補修を⾏っている。

STEP２−１（平成28〜30年度）

⽯垣の撤去復旧による農道拡幅
⃝ 有志で結成された⽯垣保存会「けっ
と」が中⼼となって、⽯垣⽥のPRと
⽯垣⽥を存続させたい願いからエコ
ツーリズムと連携した農業体験やろう
そくを灯すイベント「けっとの⽕影」
を開催。

STEP２−２（平成24年度〜）

住⺠有志によるイベント開催

▲⽯垣の復旧作業

⃝ ⽯垣⽥の中を通る農道は、ト
レッキングコースの通過道路に
もなっており、間近で迫⼒のあ
る⽯垣を体感することができる。

⃝ 住⺠総出の作業でこまめな草刈
りや⽯垣の補修を⾏い、歴史深
く美しい景観を保全している。

STEP３（平成30年度〜）

⽯垣⽥の存続に向けて

▲道路拡幅と⽯垣復旧完了

⃝ 農道改修により、⽯垣
⽥の最上部の⽔⽥やこ
れまで⼤型機械が進⼊
できなかったエリアに
トラクターやコンバイ
ンが⼊れるようになっ
た。

⃝ 農道整備以降も耕作条
件に不利な⾯も多くあ
り、耕作放棄地の再⽣
に向け⽯垣⽥保存会を
中⼼にソバなどを栽培
し、⽯垣⽥景観の継承
に取り組んでいる。

将来に向けて

⃝ 景観保全のためにも営農の継続が不可⽋であることから、保存会
等と協議を進め、次の内容の合意を得た。

農道の幅が狭
く⼤型機械の
進⼊が困難

①農道の拡幅後も現場の⽯を利⽤し従前のような形で積みなおす
②砂利舗装とする
③復旧作業に地元保存会、地域住⺠が参加し⽯垣を⼤切にする思い
を共有する

▲平成24年から開催している「けっとの⽕影」12



パイプライン上部利⽤による景観資源の創造７ 国営かんがい排⽔事業九頭⻯川下流地区
（福井県福井市、あわら市、坂井市、永平寺町）

くずりゅうがわ

ふくいし さかいし えいへいじちょう

【地区概要】
 受益⾯積：11,642ha（⽔⽥10,309ha、
畑1,231ha、樹園地102ha）

 事業名：国営かんがい排⽔事業 九頭
⻯川下流地区（H11-H30年度）

 主要⼯事：⽤⽔路（附帯施設として
管理⽤道路、⽔管理施設）

 パイプライン化に伴う上部利⽤整備に当たり、様々な分野の専⾨家で構成さ
れる協議会の意⾒を踏まえた上部利⽤基本構想に基づき、農家・地域住⺠・
有識者によるワークショップを通じて整備計画を策定し、関係機関が連携し
て整備した。

 パイプライン化によって開⽔路が⾒えなくなった後も、⽤⽔にまつわる歴史
と⽂化を継承していくため、福井県等の主催で地域住⺠を対象とした「語り
部養成講座」を開催。

 パイプラインの上部の旧開⽔路敷地に整備されたせせらぎ⽔路公園を、地域
や広く⼀般の⽅々が集う場所として有効活⽤している。

新潟

富⼭⽯川

福井

 本地区は福井県北東部に
あって九頭⻯川両岸にまた
がる福井・坂井平野に位置
し、⽶作を中⼼とした⼀⼤
穀倉地帯を形成している。

 この農業を⽀える基幹的⽤
⽔路をパイプライン化し、
農業⽤⽔の再編を⾏い、配
⽔システムの再構築を⾏っ
た。

 効率的な⽔配分が可能とな
り、維持管理費の軽減、⽤
⽔利⽤の利便性の向上、⽔
温上昇抑制による⾼温障害
対策、上部利⽤等、パイプ
ラインが持つ潜在能⼒の顕
在化が実現した。

 さらに、⽔路のパイプライ
ン化に伴い、地域⽤⽔機能
の増進を図ることが求めら
れた。

実施前の状況・課題

 有識者会議によりパイプライン化される地域を９つのゾーニングした上部
利⽤基本構想（『⽔と緑と⼈をつなぐ「清流千年」語らい九頭⻯計画』）
を策定した。

 上部利⽤基本構想に基づき、各地域において農家、地域住⺠、有識者等が
参加したワークショップを開催し、上部利⽤整備について機能性、経済性、
維持管理性の観点から地域の意向を確認、併せて環境配慮措置の検討を進
めた。

 個別地域の整備コンセプトに基づき、住⺠等の意向を確認するワーク
ショップを重ねて通学路利⽤、イベント開催、⽣態系配慮のためのビオ
トープ整備を想定した計画を策定し、住⺠参加型直営施⼯により景観に配
慮した上部利⽤施設の整備を実施。

 整備後、⺠間の飲⾷店が発起⼈となり、⻘空市場（⻘空マルシェ）が開催
されたり、せせらぎ⽔路へのメダカの放流等の取組が⾏われている。

取組内容

▲通学路利⽤も想定した上部利⽤整備

 上部利⽤整備により、それまで地域に存在しな
かった空間を創出し、新たな景観資源を作り出
している。

 飲⾷店が発起⼈となり、呼びかけが広がり⻘空
市場が開催されるなど、農業者だけではなく⺠
間活⼒を活かした取組が展開されている。

 地域⽤⽔機能の継承、増進を図るため、上部利
⽤整備のほか、語り部講話等により、開⽔路が
⾒えなくなった後も⽤⽔にまつわる歴史と⽂化
の継承を図る取組が⾏われた。

景観資源の合理化・社会関係資本の育成

 有識者会議による上部利⽤構想と各地域の整備
計画の検討におけるワークショップを連動させ、
各地域の整備コンセプトを明確にし、住⺠等の
意向を踏まえた上部利⽤整備が実施されている。

 カラー舗装により整備区間の視認性を⾼め、⽯
材等の⾃然素材を活⽤した整備が実施されてい
る。

景観配慮のポイント

▲せせらぎ⽔路公園でのイベント 13



⃝ 国営事業及び県営、団体営等の関連事業を活⽤し、パイプライン化に伴
う上部利⽤整備を住⺠参加型直営施⼯も取り⼊れながら実施。

STEP３（平成19年度〜）

関連事業も活かした上部利⽤整備

○ 福井県が策定する「九頭⻯川地域農と⽔
の振興ビジョン」を受け、国、県、市町、
関係改良区から構成される九頭⻯川下流域
農業⽤⽔再編推進協議会を組織し、ビジョ
ン実現に向けた体制づくりを⾏った。

きっかけ
• 幹線⽤⽔路のパイプライン化により、地域
⽤⽔機能の継承や増進を図る⽅策が検討さ
れ上部利⽤整備の実施が計画された。

背景・課題
• 基幹的⽤⽔路は、完成後⻑期間経過し⽼朽
化が進んでいたことから、パイプライン化
し農業⽤⽔の再編を⾏い、配⽔システムの
再構築を⾏う事業が展開。

STEP１（平成18年度〜）

上部利⽤構想・整備計画の策定

⃝ 本地区の環境配慮⽅針に基づき、パイプライン化に伴う上部利⽤整備に当たり、様々な分野の専⾨家で構成され
た協議会の意⾒を踏まえ、上部利⽤基本構想を策定し、これに基づき、農家・地域住⺠・有識者によるワーク
ショップを通じて整備計画を策定し、関係機関が連携して整備。

STEP２

九頭⻯川下流地域の特性を活か
した農業・農村振興ビジョン

▲サイクリングロードの整備▲住⺠参加による花壇の整備

⃝ 今後の施設の利⽤や維持管理に
当たっては、事業を契機として、
九頭⻯川下流域の歴史や伝統・
⽂化の中で育まれてきた「つな
がりの⼒」を活かし、地域への
誇りと愛着を持ち、ワーク
ショップなどを通して⾃らが進
んで⾏う住⺠主体のまちづくり
が求められる。

⃝ パイプライン化を契機とした農
村振興においては、ハード整備
と住⺠主体のソフト対策の有機
的な連携が必要不可⽋であるた
め、地域住⺠の主体性や意欲を
⾏政等が後押しするような仕組
みや、新たな公共的スペースを
地域の資源として住⺠が保全・
管理していくための仕組みづく
りを関係機関が積極的に⽀援す
ることにより、地域主体の“ま
ちづくり”を進めることが重要
となる。

将来に向けて
▲住⺠ワークショップの様⼦

上部利⽤基本構想（『⽔と緑と⼈をつなぐ
「清流千年」語らい九頭⻯計画』）
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９ ⽯垣の⾥での農道整備における⽯積み、⾥道の保全 県営中⼭間地域総合整備事業東祖⾕地区
（徳島県三好市）

みよしし

【地区概要】
 受益⾯積：22.7ha
 事業名：県営中⼭間地域総合整備事
業（H14-H19年度）

 主要⼯事：農業⽤⽤排⽔路、農道、
農業集落道、活性化施設、交流施設、
⿃獣害防⽌施設

 落合集落は、急峻な斜⾯に畑地が広がり、その中に⺠家が点在し、これらの
建物や⾥道を⽀える⽯垣を残すことが評価され、重要伝統的建造物群保存地
区に選定。

 重要伝統的建造物群保存地区の保全活動の⼀環として、中内農道の整備に当
たり⽯垣、⾥道を保全。

 農道管理者である三好市により中内農道以外の道路の防護柵の⾊彩を⽩⾊か
ら茶系の⾊彩に再塗装したり、修理修景事業の実施により⺠家の屋根の再塗
装、納屋の修景、空き家古⺠家を宿泊施設として整備する等、地域景観の保
全形成を展開。

 中内農道は、徳島県三好市東祖
⾕（旧三好郡東祖⾕⼭村）の⼭
の斜⾯に広がる落合集落に位置
している。

 本集落には江⼾中期から建てら
れた家屋が現存し、斜⾯を切盛
した際に発⽣した結晶⽚⽯の⽯
積みにより畑や⾥道が築かれて
おり、古くから地域住⺠の⼿で
「⽇本の原⾵景」と評される美
しい景観が維持されてきた。

 平成17年12⽉には重要伝統的
建造物群保存地区に選定されて
いる。

 このことを受けて、農業⽣産基
盤としての機能を維持しながら、
可能な限り景観への配慮を⾏う
ことを⽬的として、⼯法及び路
線を検討し農道を整備した。

実施前の状況・課題

①路線計画の変更
 受益農家への取合いの容易性、建設コスト等を考慮し、宅地の前側を通

るルートを選定したが、美しい原⾵景である屋敷地の⽯垣を残すため、
家の裏側へのルート変更、縦断勾配の修正等を⾏った。

 地区の景観形成上重要な建造物である⾥道を保全するため，農道延⻑の
縮⼩を⾏った。

②構造物の変更
 コンクリート擁壁⼯を壁⾯の緑化が図れる補強盛⼟壁⼯とした。
 地すべり対策上やむなくコンクリート構造物が露出する⽔路横断箇所に

ついて、植⽣による壁⾯修景⼯を施⼯。
 農地への取合⼯のブロック積擁壁を現地発⽣⽯材による⽯積⼯とした。
 切⼟側のブロック積擁壁を⽯積み⼯に変更。
 防護柵を脱輪防⽌⽤の境界ブロックと間伐材使⽤の防護柵に変更。
 アンカー⼯の必要な切⼟法⾯箇所を単独受圧板とし、周辺に植⽣⼯を導

⼊することにより景観に配慮。

取組内容

 茅葺⺠家と⽯垣を代表的な景観構成要素として、
重要伝統的建造物群保存地区に選定されたこと
を受け、農道整備に当たり線形を変更して⽯垣
の保全を図る。

 整備においても周辺の⽯垣との調和を図るため、
現場発⽣材を⽤いた⽯積み⼯を採⽤し、農道そ
のものも地域の景観資源となるよう配慮してい
る。

 整備後、施設管理者（三好市）により、⽩⾊で
あった防護柵を茶系の⾊彩に再塗装したり、農
道沿いの農家の納屋を修景するなど、地域が主
体となった景観形成が進められている。

景観資源の合理化・社会関係資本の育成

 地域の重要な景観構成要素である⽯垣、⾥道を
保全するため、農道整備における当初計画の線
形の変更、延⻑を縮⼩し、周辺景観との調和を
図るため現場発⽣材を⽤いた⽯積みを整備し、
景観保全に取り組む。

景観配慮のポイント

▲植⽣による壁⾯修景

⿃取

島根県
岡⼭

広島

⼭⼝
徳島

⾹川

愛媛 ⾼知

▲切⼟側の⽯積⼯ ▲間伐材を⽤いた防護柵

８
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○ コンクリート擁壁の緑化、コンクリート構造物が露出する場合は植
⽣による遮蔽、現場発⽣材を⽤いた⽯積み⼯、脱輪防⽌⽤の境界ブ
ロックと間伐材使⽤の防護柵の設置等により周辺景観に配慮して農
道を整備。

STEP２（平成18年度）

きっかけ
• 平成17年度に重要伝統的建造物群保存地区に選定され、知名度が上がり来訪者も増加。

• 農道整備に当たり、地域の特徴である⽯垣、⾥道を保全する対策が求められた。

背景・課題
• 急峻な斜⾯に⺠家と畑地
が並び、独特の景観を形
成。

• 急傾斜の⽯垣の数は350
にも上り、畑地、⾥道等
と⼀体となって古き良き
⼭村集落の景観を継承。

⃝ ⺠家の前に接続する計画であった農道の線形を変更、既存の⾥道
を分断しないよう延⻑を縮⼩するよう計画を変更。

STEP１

農道の線形、延⻑の変更

▲落合集落の全景（対岸の視点場から撮影）

中内農道を景観に配慮して整備

▲脱輪防⽌⽤ブロックと間伐材防護柵 ▲現場発⽣材を⽤いた⽯積み⼯

STEP３（平成18年度〜）

地域景観の保全形成

⃝ 農道管理者（三好市）
により、既存防護柵を
周辺景観に調和するよ
う再塗装、⽊製防護柵
の設置、カラー舗装の
実施等の景観配慮が展
開。

⃝ 修理修景事業により、
⺠家の屋根の再塗装、
空き家⺠家を改修した
宿泊施設整備等の景観
保全形成活動が展開。

▲平成18年撮影 ▼令和４年撮影

⺠家の屋根の⾊彩

防護柵の⾊彩

⃝ 地域において、住
⺠が参加したコン
クリート構造物を
遮蔽する植栽⼯、
⽯積み体験教室、
農道、⾥道を使っ
た落合集落ウォー
キングが展開。

⃝ 来訪者の増加、重
伝建地区選定10周
年記念イベント開
催等、景観保全を
⽀える地域づくり
の展開が期待。

将来に向けて
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グスク(城)⽂化を思い起こさせる琉球⽯灰岩を利⽤した法⾯９ 農業競争⼒強化基盤整備事業慶座地区
（沖縄県⼋重瀬町）

ぎーざ

やえせちょう

【地区概要】
 受益⾯積：53ha（畑53ha）
 事業名：農業競争⼒強化基盤整備事
業（農地整備事業（畑地帯型））
（H13-H25年度）

 主要⼯事：区画整理、畑地かんがい

 琉球⽯灰岩を利⽤したほ場法⾯は、沖縄の農地整備を特徴付けるとともに、
グスク(城)⽂化を思い起こさせる農村景観として新たな地域資源にもなり、
地区内の農道がこれらの景観を眺める視点場となっている。

 農村景観を含めて営農の状況を⼀体的に⾒ることができる展⽰効果を有する。

 地元ではこの⽴地特性を利⽤して本地区の取⽔源である慶座地下ダムの⽔位
⽔質観測施設を含めた農業視察を県内外から多くの⼈を受け⼊れており、農
家等との交流を通じて本地区や沖縄県の農業への理解醸成に取り組む。

沖縄

 沖縄県本島南部の⼋重瀬町に位
置し、さとうきび及び野菜等の
⾼収益作物を中⼼とした営農が
展開されている。

 しかし、地区内の農地は区画が
不整形、かつ道路、排⽔路及び
畑地かんがい施設が未整備なた
め、農業機械化が阻害され、か
ん⽔にも多⼤な労⼒を要してい
る状況となっていた。

 本地区は琉球⽯灰岩地帯であり、
⼟地改良事業等の⼯事の際に、
現場から⽯材が発⽣している。

実施前の状況・課題

 ほ場整備により整備された農道で、⼟地改良事業等の⼯事に伴い発⽣し
た琉球⽯灰岩を再利⽤し、⽯積み擁壁として整備している。

 現場発⽣した⽯灰岩を有効活⽤し、道路等の⽯積み擁壁として整備する
ことで周辺の景観と調和した、沖縄特有の⽯積みによる景観が形成され
ている。

 幹線・⽀線農道が整備されたことにより、農産物輸送、通作交通等の利
便が向上し、輸送⼒の強化や農家の通作時間の短縮につながっている。

取組内容

 県南部地域における代表的な⾼収益農業地帯の
⼀つであり、琉球⽯灰岩を利⽤したほ場法⾯は、
沖縄の農地整備を特徴付けるとともに、グスク
（城）⽂化を思い起こさせる農村景観として新
たな地域資源にもなり得る。

 本事業を契機に県内外から本地区を訪れる農業
視察者が増えるとともに、⼋重瀬町内に農産物
直売所が設置されたことなどにより、農家の都
市住⺠等との交流の機会が増加し、⽣活や暮ら
しに張り合いが出たことによって、地域の活性
化はもとより農家の⽣活・居住環境の向上にも
寄与している。

景観資源の合理化・社会関係資本の育成

 整備直後は真っ⽩な琉球⽯灰岩の⽯積みも、時
間経過とともに⾊合いが変化し、⾃然⽯の特有
の⾵合いが沖縄の⾵⼟とよく馴染んでいる。

景観配慮のポイント

▲琉球⽯灰岩を⽤いた⽯積み擁壁（整備直後） 17



きっかけ
• 区画整理や畑地かんがい施設の整備を⾏う
ことにより、農業の機械化や農産物輸送の
利便性向上を図る農地整備を実施。

• 琉球⽯灰岩地帯であり、⼟地改良事業等の
⼯事に伴い現場から⽯材が発⽣。

背景・課題
• 地区内の農地は区画が不整形、かつ道路、
排⽔路及び畑地かんがい施設が未整備なた
め、農業機械化が阻害され、かん⽔にも多
⼤な労⼒を要していた。

⃝ ⽯灰岩地帯であり、河川の少ない地域で、ダムによる⽔源開発は不向きであったが、地下ダム開発を⾏う国
営かんがい排⽔事業により⽔源の確保が可能。

⃝ 区画整理及び畑地かんがいにより農業の機械化や農産物輸送の利便性向上を図る。
⃝ 地下ダムは、地下の琉球⽯灰岩の⼩さな空隙を利⽤して貯⽔するためダム建設に伴う⽔没地がなく、また、

⽌⽔壁やパイプラインは、基本的に道路下に建設するため、⽣態系や景観に及ぼす影響が⼩さい。

STEP１（平成４〜17年度）

地下ダムの整備による⽔源確保

STEP２（平成13〜25年度）

⼟地改良事業等に伴う現場発⽣材を⽤いた護岸整備

○ ⼟地改良事業等により⼟中
から採掘された琉球⽯灰岩
は、広範囲にわたり段々の
緩やかな起伏のほ場の法⾯
に利⽤され、城壁を思い起
こさせるような沖縄特有の
景観を形成。

▲⽯灰岩を⽤いた⽯積み擁壁（整備直後）▲農道の標準断⾯図

STEP３

⃝ 整備直後は真っ⽩な琉球⽯灰岩
の⽯積みも、時間経過とともに
⾊合いが変化し、⾃然⽯の特有
の⾵合いが沖縄の⾵⼟とよく馴
染んでいる。

⃝ かんがい施設整備により⼤きく
作付⾯積を伸ばしたきくは、出
荷時期の調整のために電照栽培
が⾏われ、夜には作付け地⼀帯
を照らす⾵物詩となっている。

▲グスク(城)⽂化を思い起こさせる⽯積み ▲経変変化による⾊合いの変化により周辺景観に調和

⃝ 「沖縄21世紀農林⽔産業振
興計画（平成29年5⽉）」
では、沖縄県南部圏域にお
いては、農業⽤⽔源の整備、
かんがい施設、区画整理及
び農道等各種の⽣産基盤の
整備が実施されており、都
市地域にも近い⽴地条件を
⽣かした農林⽔産業の展開
を図ることとともに、農業
と連携したグリーン・ツー
リズムなど⽣活体験等の体
験・滞在型観光を促進する
ことを掲げている。

⃝ 特徴的な景観を資源とした
地域づくりの展開が期待で
きる。

将来に向けて

経年変化による周辺景観と調和
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